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ま
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う
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期

日
ま
て
に
納
め
た
人
？
納
め
な
い
人
？

国民年金保険料
　
保
険
判
を
納
め
て

い
な
い
人
は
補
完
的

福
祉
年
金
の
受
給
資

格

を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
保
険

料
を
な

る
ぺ
く
早
く

納
め
て

v
だ
さ
い
。

　
補
完
的
福
祉
年
金

と
申
し
ま
す
と
’
保

険
料
を
納
め
て
い
て

受
給
資
格
を
満
た
し

て

い
な
い
た
め
に
年

金
を
も
ら
う
こ
と
が

川
で
き
な
い
入
に
支
給
す
る
年
金
の

　
ニ
く
ヤ
ロ
し
イ
ニ
ロ
ニ
ン
し
　
ご
ヘ
ニ
ロ
エ
く
コ
　
イ
　
　
ハ
の

ぎ
蹴
罐
繍
蹴
駅

『麓
簗
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灘
鷲
謬
鍵
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誉
ナ
涙
護
な
・
は
岳
村
完

糠
〔
糎

叉未
h
t
地
で
い
つ
で
も
住
民
の
川

liい
謄
抄奪
居
黛
明
e
s
i
　
g
　
S

‥ls多
交
け
が
受
け
ら
れ
ま
す
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⌒
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こ
と
を
申
し
ま
す
。

　
た

と
え
ば
、
保
険
料
を
三
ケ
月

間
納
め
て
い
て
夫
に
死
亡
さ
れ
た

時
、
そ
の
妻
と
子
に
、
ま
た
負
傷

し
て
国
民
年
金
法
の
障
害
等
級
に

よ
る
v
二
級
に
該
当
し
た
時
に

そ
の
人
に
補
完
的
福
祉
年
金
が
支

給
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
場
合
は
死
亡
し
た

日
’
ま
た
は
そ
の
障
害
に
よ
る
初

診

日
の
あ
っ
た
日
の
前
の
基
準
月

（
七
月
、
十
月
’
　
1
月
、
四
月
一
ま

で
の
保
険
料
が
そ

の
事
故
の
前
日

ま
で
に
納
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
条

件

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
関
係
は
保
険
料
を
納
め
て

い
な
い
と
き
は
、
こ
の
恩
思
が
な

い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

（g
例
）

　
先

日
は
国
民
年
4
7
に
加
入
し
て

い
な
か
っ
た
た
め
に
補
完
的
福
祉

年
金
を
賀
ら
え
な
か
っ
た
例
を
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
’
今
回

は
保
険
利
を
納
め
て
い
た
た
め
に

年
金
を
貰
え
た
例
を
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

　
◎
吾
平
町
に
て
七
月
三
十
一
日

に
保
険
料
を
納
め
た
人
が
八
月
三

日
に
夫
が
落
宙
の
た
め
死
亡
し
ま

し
た
が
、
保
険
料
を
納
め
て
い
た

た
め
に
補
完
的
福
祉
年
金
を
妻
子

が

日
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
一
よ
う
に
保
険
判
の
納
付
の
有
無

に

ょ
し
、
補
完
的
福
祉
年
金
の
受

給
資
格
は
違
っ
て
余
．
r
り
ま
す
の
で

充
分
ご
留
意
順
い
ま
す
。

　

ま
た
’
　
1
ケ
年
経
過
後
の
昭
和

三
十

七
年
四

月
一
日
1
4
後
の
障
害

不
幸
に

つ
い
て

は
福
祉
年
金
で
な

く
拠
出
制
国
民
年
金
が
も
ら
え
る

こ

と
に
な
る
の
で
、
お
た
が
い
に

r転
ば
ぬ
先

の

杖
」
と
し
て
年
金

保
険
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
不
満
や
不
服
の
あ
る
方
は
！

行
政

苦
情
相
談
協
力
委
員
こ
　
大
　
　
勝
実
氏

　
今
・
度
、
大
山
勝
実
さ
ん
が
行
政

苫
情
相
談
協
力
委
員
に
な
ら
れ
ま

し
た
。

　
町
民

の
皆
さ
ん
、
皆
さ
ん
の
中

で

行
政
に
つ
い
て
、
不
満
や
不
服

の

あ
る
方
、
法
令
や
乎
続
が
わ
か

ら
ず
に
困
っ
て
お
ら
れ
る
方
、
そ

の
他
不

平
や
要
望
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
遠
慮
、
な
く
大
山
さ
ん
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
大
山
さ
ん
は
皆
さ
ん
の
昧
方
に

な
っ
て
皆
さ
ん
の
云
い
分
を
よ
く

間
か
れ
て
、
苦
川
川
談
と
し
て
鹿

児
島
の
行
政
監
察
局
に
す
ぐ
連
絡

し
て
皆
さ
ん
の
満
足
の
ゆ
く
解
決

を

つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

◎
行
政
苫
情
相
談
事
例

そ
の
一
、
傷
病
手
当
金
の
支

　
　
　
　

払
遅
延

に

つ
い
て

　
　

へ

申
立
人
）
小
水
巾
　
K
氏

（
．
s
g
　
旨
）

　
襲
製
材
所
勤
務
中
、
肺
結
核
に

縦
り
入
院
し
た
が
、
七
ケ
月
を
経

過

し
て
も
ぷ
だ
一
回
も
健
康
保
険

法
に
よ
る
傷
病
F
当
金
の
支
給
が

な
く
、
直
接
県
宛
照
会
し
た
が
’

何
等
回

答
に
も
接
し
な
い
の
で
困

っ

て

い
る
。

　
（
処
理
の
概
兜
こ

　
県
保
険

課
を
調
査
し
た
と
こ
ろ

県

で
は
当
初
本
人
か
ら
の
抵
口
類
を

受

け
て

ニ
ケ

月
q
に
現
地
に
出
張

し
て
そ
の
巾
、
情
を
調
査
し
て
い
る

が
、
調
査
復
命
書
が
他
の
苫

に
ま
ぎ
れ
こ
ん
で
給
付
係
に
匝

付
さ
れ
て
い
な
い
た
め
支
給
が

で
き
ず
そ
の
ま
ま
と
な
っ
て
い

た

事
川
が
判
明
し
、
県
で
は
当

局

の
巾
入
れ
に
よ
っ
て
こ
れ
を

確
認
し
、
未
払
額
二
万
八
千
八

百
三
十

六
円
を
一
t
　
Y
．
，
給
し
た

そ
の
二
、
　
公
庫
ア
パ
ー
ト

　
　
の
家
賃
値
上
に

つ
い
て

　

（
巾
立
人
）
鹿
児
島
市
0
氏

（要
　
旨
）

　

家
主
か
ら
住
宅
金
融
公
庫
か

ら
の
通
知
で
、
本
年
か
ら
家
賃

が
月
五
百
円
値
上
げ
さ
れ
た
と

い
っ

て
一
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

差
額
を
追
徴
さ
れ
た
。
家
主
に

は
家
賃
値
上
げ
は
四
月
か
ら
で

は
な
い
か
と
念
を
押
し
た
が
、

家
主
は
一
月
か
ら
で
あ
る
と
い

っ

て

と
り
あ
わ
な
か
っ
た
。

（処
刑
の
概
吸
）

　
住
宅
金
融
公
庫
熊
本
支
所
あ

て
照
会

し
た
と
こ
ろ
、
支
所
か

ら
の
返
事
で
は
、
会
計
年
度
が

正

し
い
と
い
う
こ
と
で
l
月
か

ら
二
．
月
ま
で
の
三
ヶ
月
分
、
各

人
千
五
百

円
、
入
居
者
三
十
二

人
四
万
八
千
円
を
払
U
、
し
た
。
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揚広　
の
　庶町　

　　　落河、岩元部落は早くも100％完納

昭和36年度分の町税部落別収入状況を集計いたしましたが、表でおわかりのとおり落河、川元

部落は早くも100％完納しました。なお、末納者の方は他の簿良なる完納者にめいわくをかけ

ることになりますから早目に完納し、部落の成績の100％完遂につとめましよう。

　　　　　　昭和36年度分町税部落別収入実績表（昭和36年7月31日　現在）

納
コ≡1 来 分

．． 、A．一．．．一・一 ．一一． 一

　．部　落　名 年間調定額 調定額Al
一．一一’
牧入済額B： 牧入給昆 　　税　　　目

川’県民税1

　　　　　別

固定資産税
収　　　入
保険． 税i

歩　合　　　　　　　　　一

そ　の　他
一一一一一．． 　　　　．一．幽一 一一

麓 1，210，055 460，995

　　　　　　　　　1317，685

68．9
90，6タ、；「

57β　％ 71．3％1 78β　％

弓　場　下 164，180 62，320 52，670 84．5
　　　　　　　1
100 56β 96．5 100

鳥井戸一区 275，670 110，010 80，680 73．3 97．9 50．4 90β 100

’・

」←戸二区 120，660 47，750 22，290 46．7 15．4 47．5 66．5 o

鳥井戸三区 135，460 55，650 46ρ20 82．7 94．0 6L8 94．7 78．5

木　　場 312，700 135，030 68，230 50．5 44．6 48．2 53．8 78β

大　橋　上 168，140 74，580 43，410 58．2 63．9 51．4 71．4 88．2

大　橋　下 154，060 64，680 35，630 55．1 83．3 55．8 33．1 78．7

木　　原 408，310 172，360 96，290 55．9 71．1 53．5 513 81．9

寺　　　前 300，020 ］20，120 97，640 81β 65．9 82．9 85．4 81．8

山　之　口 263，300 114，360 78，370 68．5 92．8 57．8 77．1 100

中　　　西 36，060 15，720 4，970 31．6 ｜　　40，7 38．9 10．2 50．0

山　　　添 79，580 31，480 8，610 27．4
1　　　　48，5

25．7 7．1 90．9

神之浜・一区 247ρ50 86，590 82，970 95β 1　　　94，3 96．2 96．0 100

神之浜二区 368，920 139A30 115，360 82．9 1　　9L9 81．1 83．6 66．1

本　　　町 385，030 139，290 123，270 88．5 97．1 88．1 76．9 100

京　　町 325，710 128，540 112，930 1　87・8 89．7 82．9 91．6 93．7

栄　　　町 535，860 203，210 135β00 1　　66，8 79．4 57β 65β 75．4

旭　　　田∫ 414，205 151，455 105，885 69．9 82．9 58．4 76．5 66．1

塩屋、一区 428，390 171，090 67，560 39．5 34．2 40．0 46．0 30．9

塩屋二区 498，830 205，340 107，400 52．3 52．7 44．5 76．3 49．3

城　ケ　崎 85830 34，940 34，480 98．6 100 97．8 98ρ 100

碩　戸　山 658，900 246，090 76，280 31．0 46．6 26β 33．9 18．5

六　反　川 787，580 278，470 188，830 67．8 83．1 62．1 59．6 87．3

中　　園 405，490 ユ58，190 68β90 43．5 72．3 54．0 6．8 78．9

宮　　脇 400，440 159，870 54β30 34．0 94．6 33．5 0 46β

上之字部 562，140 210，310 45，580 21．7 25．1 26．2 12．2 0

松　　　坂 84，110 33，270 1，540 4．6 8．5 4．9 0 14．3

毛　　　下 166，270 66，680 28，140 42．2 46．7 56．6 27β 8．7

笹　　　原 587，030

1
2
2
2
，
5
6
0
‘

37，680 16．9 42．6 9．5 14．5 21．3

半　ケ　石 766，080 ‘　　300，llO 158，447 52．8 67．9 40．1 64．3 64．9

川　　南 516，160 ：1田・650 102，960 54．6 62．0 54．0 42．2 97．2

川　　　北 ，　403，410 1　145ρ20 「　14，970 10．3 13．9 14．6 q8 36．3

壱　　崎 184β50 70，650 9，390 13．3 19．0 ］8，3 1．9 30．8

馬場中原 92，390 ‘　　34，080 4，310 12．6 9．3 17．5 2．4 66．7

段　中　野 274，990 1　112，410 49，730 44．2 44．7 47．5 34β 62．1

白　　　井 140，680 49，310 1，420 2．9 1．0 5ρ o 2．0

安　　　水 184，030 63，690 51，140 80．3 100 50．4 100 100

大　久　保 275，190 103，640 9，620 9β 21．6 9．5 2．0 14β

　　＄ill　1，納期到来分口は町房ミ民税i保険税各1期分，【，1，1定資産税1．2期分　軽n動車税　ノこ税

　　　2，その他とは軽目動車税，犬税

●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　2　～



歩　　合
そ　の　他

　　　72，8　％

　　　　0

　　　72β

　　　45，1

　　　90，2

　　　48，6

　　　　100

　　　47，1

　　　　100

　　　　100

　　　73，7

　　　　100

　　　62，7

　　　37，9

　　　60，4　｛

　　　　100

　　　29，4

　　　82，4

　　　25，0

　　　89，3

　　　51，6

　　　81，3

　　　　100

　　　64．2

納 期 至1
こ 分

1祁　落　名 年間調定額 　一一一一　．調定額・1
　　　　　　一A一

収入済額B
収入歩碍

　　　税　　　1．1一一一一・

町県民税1

　　　　　　　　一一　　　　　別．一一

⊥q定資産税
一一一一　　牧　　　入一．一一一・

｜｛呆　険税　　　　　　　一

一

1

一一．一．．一
一．一 　一二 一一．一一一一〒 一．－　　　　　　　　　　　　1

鳥　　　浜 1・・83・77・［ 438，550 216，120 49．3 55．6％ 49，1　％ 43，4　％

神川　城 278，410　1 101，560 45，800 45．1 73，9　　， 46．4 31，0　　．

神　川　．ヒ 839，490 303，390 99，000 32β 48．4 26，1　　． 29，5　　1　　　　　　　‘

神川　中 689β60 247，720 160，05f） 64．6 73．1 70．7 54．5

神　川　浜 544，020 180，660 50，940 28．2 1L2 34．2 40．4

神　川　一ド 254，770 88，470 23，330 26レ4 20．9 38．3 14．6

桜　　　原 306，370 116，430 107，720 92．5 94．3 91．3 93．1

神川中原 393，520 150，270 54，050 36．0 45．4 42，6　　‘ 22．3
　　　　　　　1

大　　　尾 162，660 58，570 44，270 75．6 52．9 70．5 88．9

落　　河 207，250 78，910 78，910 100 100 100 100　　1

才　　原 283，550 106，410 57，080 53．6 59，5　　‘ 52．1 50．2

岩　　　元 179，040 68，440 68，440 100 100 100 ‘　　　100
．

笑　喜　上 243，710 88，740 39，380 44．4 73．7
1　　　　38，4

i
　
　
　
　
3
4
，
5
1

‘

笑　喜　下 152，100 55，460 26，210 47．3 55．6 53．7 37．7

宿利　原 352，930 131，120 25，940 19．7 18．8 23．4 5．4

牧　　　原 125，970 43，070 13，380 31．1 36．7 41．0 、　　14，5

協　　和 169β10 68，790 25，150 36．6 38．7 33β ［42・3

命　　　苫 256，140 98，660 62タ160 63．0 71．5 58．2 61．7

原　ケ　瀬 364，300 154，210 58，040 37．6 60．4 31．5 44．9

皆　倉　ヒ 523，720 195，460 87，600 44．8 48．4 49．1 33．9

皆　倉　下 492，730 182，640 82，310 45．1 54．3 45．8 39．0

商　　　協 1，166，100 363，380 247，470 68．1 85．1 43．4 82ユ

樟　　　脳 453，550 151，G80 151，0×0 100 100 100 100

合　　　計 22，93】，030 8，639，530　　　　　　　　　‘ 4，565，837 52β 64．9 48．6 49．9
i

く
ら
し
●

　
　
　

夏
は
油
も

　
暑
く
な
り
ま
す
と
臼
欲
が
な
く

な
り
、
食
事
は
あ
っ
さ
り
し
た
も

の
に

な
り
が
ち
で
す
。

と
く
に
夏
の
料
理
は
ど
う
し
て
も

だ
ん

ご
や
ソ
　
－
メ
ン
砂
糖
類
の
灰

水
化
物
の
も
の
に
か
た
よ
り
が
ち

で
す
o

そ

こ
で
季
節
の
野
菜
を
う
ま
く
利

用

し
て
、
油
い
た
め
を
す
る
と
か

　
　

女
子
肱
員
排

　
　
ヒ

　
　
ン
　
　
ト

の

や

野

菜
を

冷
ソ
ー
メ
ソ
な
ど
に
は
た
だ
の
ダ

シ

だ
け

に

と
ど
め
な
い
で
，
ゴ
マ

し
ょ
う
油
や
酢
じ
ょ
う
油
を
作
る

と
か
、
ソ
－
メ
ソ
の
盛
り
鉢
に
は

き
ゆ
う
り
や
焼
な
す
の
千
切
り
に

し
た
も
の
を
も
り
合
わ
せ
う
な
ど

い

ろ
い
ろ
工
夫
を
し
て
み
た
い
も

の
で
す
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
球

優

勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
肝

属
郡
内
役
場
職
員
排
球
大
会

　
八

月
五
日
鹿
屋
市
に
お
い
て
、
　
こ
の
う
ち
女
子
職
員
の
部
で
本
町

肝
属
郡
内
役
場
職
員
排
球
大
会
が
　
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。
な
お

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
男
子
職
員
は
五
位
で
し
た
。

　
　
　
　
－
〉
’
：
ー
：
ム
l
）
”
－
－
－
－
－

町
体

協
9
月
行
事

九
月
三
1
1
庭
球
大
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れ
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れ
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